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はじめに

このマニュアルでは、jConnect™ for JDBC™ バージョン 6.0 のリリース・
ノートとインストール方法について説明します。

対象読者 このマニュアルは、JDBC バージョン 6.0 をインストールまたは設定する
方を対象としています。また、jConnect を使用したアプリケーションを設
計するプログラマも対象としています。

このマニュアルの内容 このマニュアルは、次のように構成されています。 

• 「はじめに」では、jConnect for JDBC の概要を説明し、製品情報と技
術サポートの情報ソースを示します。

• 「第 1 章 インストール手順」では、この製品をインストールするため
のシステム稼働条件と詳細な手順について説明します。

• 「第 2 章 jConnect マニュアルの使用」 では、この製品のマニュアル・
セットの情報について説明します。

関連マニュアル jConnect のインストールに際して、次の資料をオンラインで参照できます。 

• 『jConnect for JDBC プログラマーズ・リファレンス』

• jConnect のパッケージ、クラス、メソッドに関する Javadoc 情報 
(HTML 版のみ )

詳細については、「第 2 章 jConnect マニュアルの使用」を参照してください。

その他の情報ソース Sybase® Getting Started CD、Sybase Technical Library CD、Technical Library
Product Manuals Web サイトを利用すると、製品について詳しく知ることが
できます。 

• Getting Started CD には、PDF 形式のリリース・ノートとインストール・
ガイドが収録されています。また、その他のマニュアルや、Technical
Library CD には含まれない更新情報が収録されることもあります。こ
の CD は製品のソフトウェアに同梱されています。Getting Started CD
に収録されているマニュアルを参照または印刷するには、Adobe
Acrobat Reader が必要です (CD 内のリンクを使用して Adobe の Web サ
イトから無料でダウンロードできます )。
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• Technical Library CD には製品マニュアルが入っており、この CD は製品の
ソフトウェアに同梱されています。DynaText リーダー (Technical Library
CD に収録 ) を使用すると、この製品に関する技術情報に簡単にアクセス
できます。

Technical Library のインストールと起動の方法については、マニュアル・
パッケージに含まれている『Technical Library Installation Guide』を参照し
てください。

• Technical Library Product Manuals Web サイトは、Technical Library CD の
HTML バージョンで、標準の Web ブラウザを使ってアクセスできます。
また、製品マニュアルのほか、EBFs/Updates、Technical Documents、Case
Management、Solved Cases、ニュース・グループ、Sybase Developer Network
へのリンクもあります。

Technical Library Product Manuals Web サイトにアクセスするには、Product
Manuals (http://www.sybase.com/support/manuals/) にアクセスしてくだ
さい。

Web 上の Sybase 製品
の動作確認情報

Sybase Web サイトの技術的な資料は頻繁に更新されます。

❖ 製品認定の最新情報にアクセスする

1 Web ブラウザで Technical Documents を指定します。 
(http://www.sybase.com/support/techdocs/)

2 左側のナビゲーション・バーから [Products] を選択します。

3 製品リストから製品名を選択し、[Go] をクリックします。

4 [Certification Report] フィルタを選択し、時間枠を指定して [Go] をクリッ
クします。

5 [Certification Report] のタイトルをクリックして、レポートを表示します。

❖ Sybase Web サイト (サポート・ページを含む) の自分専用のビューを作成する

MySybase プロファイルを設定します。MySybase は無料サービスです。この
サービスを使用すると、Sybase Web ページの表示方法を自分専用にカスタマ
イズできます。

1 Web ブラウザで Technical Documents を指定します。 
(http://www.sybase.com/support/techdocs/)

2 [MySybase] をクリックし、MySybase プロファイルを作成します。
vi  jConnect for JDBC
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     はじめに
Sybase EBF とソフト
ウェア・メンテナンス

❖ EBF とソフトウェア・メンテナンスの最新情報にアクセスする

1 Web ブラウザで Sybase Support Page (http://www.sybase.com/support) 
を指定します。

2 [EBFs/Maintenance] を選択します。すでに Web アカウントをお持ちの場合
はユーザ名とパスワードを要求されますので、各情報を入力します。Web
アカウントをお持ちでない場合は、新しいアカウントを作成します。サー
ビスは無料です。

3 製品を選択します。

4 時間枠を指定して [Go] をクリックします。

5 EBF/Maintenance レポートを表示するには [Info] アイコンをクリックします。
ソフトウェアをダウンロードするには製品の説明をクリックします。

表記の規則 このマニュアルで使用されている表記規則を表 1 に示します。

表 1: 表記の規則

不明な点があるときは Sybase ソフトウェアがインストールされているサイトには、Sybase 製品の保守
契約を結んでいるサポート・センタとの連絡担当の方 ( コンタクト・パーソン )
を決めてあります。マニュアルだけでは解決できない問題があった場合には、
担当の方を通して Sybase のサポート・センタまでご連絡ください。

構文要素 意味

command コマンド名、メソッド名、ユーティリティ名は太字で表記
する。太字は強調にも使用する。

variable 変数 ( ユーザが入力する値を示す語句 ) は、斜体で表記する。
ファイル名も斜体で表記する。

user input ユーザが入力する値は、太字の等幅フォントで表記する。

computer output コンピュータからの出力は、通常の等幅フォントで表記する。
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第  1  章 インストール手順

この章では、Microsoft Windows、UNIX、Linux の各プラットフォームでの
jConnect のインストール方法を説明します。その他のプラットフォームを
使用する場合は、使用するコマンドはそのプラットフォームでの適切なコ
マンドに置き換えてください。

この章には以下の項があります。 

システム稼働条件の確認
この項では、Windows、UNIX、Linux でのシステム稼働条件を示します。

Windows での稼働条件

表 1-1 は、Windows に jConnect for JDBC をインストールするためのシステ
ム稼働条件を示します。

表 1-1: Windows NT/95/98/2000/2003/XP のシステム稼働条件

トピック名 ページ

システム稼働条件の確認 1

jConnect for JDBC のインストール 4

jConnect のアップグレード 14

ハードウェア 486 以上の Intel プロセッサを搭載した PC。
オペレーティング・

システム

Java VM バージョン 1.4 以降をサポートするバージョンの

Windows。
メモリ 16MB。
空きディスク領域 デフォルト・オプションの場合は 10MB。
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システム稼働条件の確認 
Java Developer’s Kit 
(JDK)

Sun の JDK 1.4.x 以降。

データベース 次のいずれか。

• Adaptive Server® Enterprise (SQL Server® システム 10 バー

ジョン 10.0.2 から Adaptive Server Enterprise バージョン

12.x まで )
• Open Server™ ゲートウェイ dbos50 が稼働する Sybase SQL

Anywhere® 5.5 以降

注意 SQL Anywhere 5.5 はサポートされなくなりました。

• Sybase SQL Anywhere バージョン 6.0 から 8.x まで

注意 jConnect 6.0 の次の機能には、Adaptive Server Enterprise
12.x 以降が必要です。

• unichar データ型のサポート

• date データ型と time データ型のサポート

• ワイド・カラム・データのサポート

• 外部ジョイン構文のサポート

• 高可用性システムにおける Sybase フェールオーバ 
(HA フェールオーバ ) のサポート

• DynamicClassLoader の実装 (Adaptive Server Anywhere
6.x 以降でも可 )

• Java Transaction API (JTA) と Java Transaction Services
(JTS) による分散トランザクション管理のサポート

これらの機能の詳細については、『jConnect for JDBC プロ
グラマーズ・リファレンス』を参照してください。

Web ブラウザ JDK 1.4.x 以降をサポートするブラウザ。

その他の Sybase 
製品 ( オプション )

Adaptive Server IQ、OmniConnect™、DirectConnect™。

IDE ( オプション ) 任意の Java アプリケーション開発環境 (JBuilder や Visual
J++ など )。

Web サーバ

( オプション )
jConnect の TDS トンネリング・サーブレット用に、HTTPS
プロトコルと javax.servlet インタフェースをサポートす

る Web サーバ。
2  jConnect for JDBC



第 1 章    インストール手順
表 1-2 は、UNIX または Linux に jConnect for JDBC をインストールするための
システム稼働条件を示します。

表 1-2: UNIX と Linux でのシステム稼働条件

ハードウェア Java VM 1.4.x 以降をサポートする UNIX または Linux プ
ラットフォーム。

オペレーティング・
システム

Sun Solaris、HP UX、IBM AIX、HP Tru64 UNIX、SGI IRIX、
任意のベンダの Linux インストール環境など。

メモリ 16MB。
空きディスク領域 デフォルト・オプションの場合は 10MB。
Java Developer's Kit 
(JDK)

Sun の JDK 1.4.x 以降。

データベース 次のいずれか。

• Adaptive Server Enterprise (SQL Server システム 10 バー
ジョン 10.0.2 から Adaptive Server Enterprise 12.x まで )

• Open Server ゲートウェイ dbos50 が稼働する Sybase SQL
Anywhere 5.5 以降

注意 SQL Anywhere 5.5 はサポートされなくなりました。

• Sybase SQL Anywhere 6.0 から 8.x まで

注意 jConnect バージョン 6.0 の次の機能には Adaptive Server
Enterprise 12.x 以降が必要です。

• unichar データ型のサポート

• date データ型と time データ型のサポート

• ワイド・カラム・データのサポート

• 外部ジョイン構文のサポート

• 高可用性システムにおける Sybase フェールオーバ 
(HA フェールオーバ ) のサポート

• DynamicClassLoader の実装 (Adaptive Server Anywhere
6.x 以降でも可 )

• Java Transaction API (JTA) と Java Transaction Services
(JTS) による分散トランザクション管理のサポート

これらの機能の詳細については、『jConnect for JDBC プロ
グラマーズ・リファレンス』を参照してください。

Web ブラウザ JDK 1.4.x 以降をサポートする任意のブラウザ。

その他の Sybase 
製品 ( オプション )

Adaptive Server IQ、OmniConnect、DirectConnect。

Web サーバ 
( オプション )

jConnect の TDS トンネリング・サーブレット用に、HTTPS
プロトコルと javax.servlet インタフェースをサポートす

る Web サーバ。
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jConnect for JDBC のインストール 
jConnect for JDBC のインストール
jConnect for JDBC をインストールするには、次の作業を行います。

1 Java Development Kit のインストール

2 jConnect 製品のインストール

3 環境変数の設定

4 ストアド・プロシージャのインストール

5 インストール内容の確認

6 jConnect インストール環境のテスト

Java Development Kit のインストール

jConnect をインストールする前に、Java Development Kit (JDK) をダウンロード
してインストールする必要があります。 

❖ Java Development Kit のインストール

1 次の URL にある Sun の Java Software Web サイトから最新の JDK をダウン
ロードします。

http://java.sun.com/products/index.html

2 用意されているインストール手順に従って JDK をインストールします。

jConnect 6.0 をインストールすると JDBC 3.0 互換のクラスがインストールさ
れますが、jConnect 6.0 は JDBC 3.0 メソッドを実装していません。jConnect
バージョン 6.0 で実装されているのは JDBC 2.x メソッドだけです。jConnect
6.0 を使用するアプリケーションをコンパイルするには、JDK バージョン 1.4
以降を使用する必要があります。詳細については、「JDBC 3.0 への準拠」を
参照してください。

3 JDK をインストールした後、JDK インストール・ディレクトリを指すよう
に JAVA_HOME 環境変数を定義します。この手順については、オペレー
ティング・システムのマニュアルを参照してください。
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第 1 章    インストール手順
jConnect 製品のインストール

この項では、Web または CD からの jConnect 製品のダウンロード方法について
説明します。 

注意 jConnect を Web からインストールできない場合は、Sybase 製品の保守契
約を結んでいるサポート・センタから CD を入手してください。CD を入手し
たら、「CD からの jConnect のインストール」(6 ページ ) のインストール手順を
参照してください。

Web から jConnect をインストールした後で、jConnect が同梱された Adaptive
Server Enterprise または他の Sybase 製品のリリースを入手した場合は、Sybase
製品に付属のインストール手順に従って jConnect をインストールし、最初の
jConnect インストール・ディレクトリを上書きしてください。

❖ Web からの jConnect のインストール

1 次の URL にある jConnect ダウンロード Web ページにアクセスします。

http://www.sybase.com/products/middleware/jconnectforjdbc

2 ウィンドウの左側の情報ボックスから [Downloads] をクリックします。

3 登録ページが表示されたら、jConnect ライセンス契約を読み、表示される
登録フォームに必要事項を入力して送信します。登録完了のメッセージが
表示されます。

4 ダウンロード・ページに移動したら、次の中から、ダウンロードする製品
の名前をクリックします。 

• jconnect60.zip － jConnect 6.0 ドライバ、英語版マニュアル、サンプル・
コード

• docsEN.zip － jConnect マニュアル ( 英語版 )

• docsINT.zip － その他の言語の jConnect マニュアル ( フランス語版、ド
イツ語版、日本語版 ) 

5 ブラウザを使用して zip ファイルをダウンロードします。 

6 その zip ファイルをマシン上の任意のディレクトリに解凍します。

zip ファイルを解凍するには、zip ファイルの解凍ユーティリティが必要です。
多くの UNIX と Linux プラットフォームでは、標準ツールとして unzip ユー
ティリティが用意されています。Windows ユーザは WinZip を使用できます。

7 jConnect のインストール後に次の作業を行います。

• JDBC_HOME と CLASSPATH の各環境変数の設定。詳細については、
「環境変数の設定」(7 ページ ) を参照してください。

• インストール内容の確認。詳細については、「インストール内容の確
認」(10 ページ ) を参照してください。
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jConnect for JDBC のインストール 
❖ CD からの jConnect のインストール

注意 次の手順は、jConnect を Web からダウンロードできず、サポート・センタか
ら jConnect CD を入手した場合に限り使用してください。Adaptive Server Enterprise
または他の Sybase 製品に付属の jConnect をインストールする場合は、この手順を
使用するのではなく、付属のインストール・ガイドに従ってください。

1 jConnect をインストールするマシンにログインします。管理者権限を持つロ
グイン、またはすべてのインストールに使用する ID を使用してください。

2 CD-ROM ドライブに Sybase jConnect CD をセットします。

3 システムから CD にアクセスします。

UNIX または Linux の場合

• 使用しているプラットフォーム用のコマンドを入力して CD をマウン
トする。

Windows の場合

• [ マイ コンピュータ ] または Windows エクスプローラで CD-ROM ド
ライブにアクセスする。

4 CD の内容が表示されたら、インストールする製品の名前をクリックします。 

• jconnect60.zip － jConnect 6.0 ドライバ、英語版マニュアル、サンプル・
コード

• docsEN.zip － jConnect マニュアル ( 英語版 )

• docsINT.zip － その他の言語の jConnect マニュアル ( フランス語版、ド
イツ語版、日本語版 ) 

5 その zip ファイルをマシン上の任意のディレクトリに解凍します。

zip ファイルを解凍するには、zip ファイル解凍ユーティリティが必要です。
多くの UNIX と Linux プラットフォームでは、標準ツールとして unzip
ユーティリティが用意されています。Windows ユーザは WinZip を使用で
きます。 

6 jConnect のインストール後に次の作業を行います。

• JDBC_HOME と CLASSPATH の各環境変数の設定。詳細については、
「環境変数の設定」(7 ページ ) を参照してください。

• インストール内容の確認。詳細については、「インストール内容の確
認」(10 ページ ) を参照してください。
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第 1 章    インストール手順
環境変数の設定

インストールした jConnect クラスを使用するには、JDBC_HOME と CLASSPATH
の各環境変数を設定する必要があります。

JDBC_HOME の設定

JDBC_HOME は、jConnect インストール・ディレクトリを示します。 

注意 zip ファイルを解凍するとき、ディレクトリ構造は考慮されず、jConnect
ドライバの名前のディレクトリ内にすべてインストールされます。

たとえば、Windows で jconnect60.zip を C:¥Sybase に解凍した場合は、JDBC_HOME
を次のように設定します。 

C:¥Sybase¥jConnect-6_0

UNIX または Linux でこの zip ファイルを /usr/local/Sybase にインストールした
場合は、JDBC_HOME を次のように設定します。

/usr/local/Sybase/jConnect-6_0

CLASSPATH の設定

注意 Java Development Kit (JDK) ではなく Java Runtime Environment (JRE) または
jView を使用する場合は、その製品のマニュアルに記載されている CLASSPATH
変数の設定方法を参照してください。

CLASSPATH は jConnect ランタイム・クラスか JDK 1.4.x 以降の jar ファイル、ま
たはその両方のロケーションです。この項では、使用する JDK と jConnect の
バージョンに応じた CLASSPATH の設定について説明します。

注意 Windows NT、Windows 95、それ以前の Windows システムでは、ファイル
名とディレクトリ名が 8 文字以内の名前 + 3 文字のサフィックス (8.3 形式 ) で
あるか、DOS のディレクトリ一覧で表示されるように短縮名 ( 一部が削除され
た名前、たとえば program files の代わりに progra~1) が使用されることに注意
してください。
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jConnect for JDBC のインストール 
JDK 1.4.x 以降での 
jConnect 6.0 の使用

jConnect 6.0 を JDK バージョン 1.4.x 以降で使用するには、CLASSPATH を次の
ように設定します。

• UNIX または Linux の場合

$JDBC_HOME/classes/jconn3.jar

• Windows の場合

%JDBC_HOME%¥classes¥jconn3.jar

サンプルまたは TDS 
トンネリング・サーブ
レットの実行

サンプルまたは TDS トンネリング・サーブレットを実行するには、CLASSPATH
環境変数を次のように設定します。

• UNIX または Linux の場合

$JDBC_HOME/classes/jconn3.jar:$JDBC_HOME/classes

• Windows の場合

%JDBC_HOME%¥classes¥jconn3.jar;%JDBC_HOME%¥classes 

注意 バージョン 1.4.x より前の JDK で jConnect 6.0 を使用することはおすすめ
しません。

さらに、定義済みのアプリケーション・クラスのロケーションも CLASSPATH
に指定してください。

Netscape の使用による 
CLASSPATH の制限

Netscape を使用する場合、CLASSPATH 環境変数の設定方法にいくつかの制限
が適用されます。

Java 仮想マシンのセキュリティ・マネージャでは、サーバがローカル・システ
ムで動作する場合でも、ローカル・ファイル・システムにインストールされた
jConnect はサーバへの接続を作成できません。これは、jConnect を使用するア
プレットの実行に Netscape を使用する場合に問題になります。

jConnect をロードしてサーバへの接続を作成する必要がある場合、Netscape は
jConnect クラスを検出するために、環境に定義されている CLASSPATH を探し
ます。ローカル jConnect インストール・ディレクトリを示すように定義した
CLASSPATH が検出されると、サーバからではなくローカル・ファイル・シス
テムから直接 jConnect をロードして、接続を作成しようとします。このため、
セキュリティ・エラーが発生して接続が失敗します。

したがって、Netscape を使用して jConnect アプレットを実行する場合は、
CLASSPATH をローカル jConnect ディレクトリに設定しないでください。
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第 1 章    インストール手順
ストアド・プロシージャのインストール

jConnect を正しく機能させるには、アプリケーションの接続先の Adaptive Server
Enterprise または Adaptive Server Anywhere のデータベースにストアド・プロシー
ジャとテーブルをインストールする必要があります。jConnect には、必要なス
トアド・プロシージャとテーブルをインストールする次のスクリプトが用意さ
れています。

• sql_server.sql はバージョン 11.9.2 以前の Adaptive Server Enterprise にストア
ド・プロシージャをインストールします。

• sql_server12.sql は Adaptive Server Enterprise バージョン 12.0 にストアド・プ
ロシージャをインストールします。

• sql_server12.5.sql は Adaptive Server Enterprise バージョン 12.5.x にストアド・
プロシージャをインストールします。

• sql_asa.sql は SQL Anywhere と Adaptive Server Anywhere のデータベースに
ストアド・プロシージャをインストールします。

❖ ストアド・プロシージャ・インストール・スクリプトの実行

1 JAVA_HOME、JDBC_HOME、CLASSPATH の各環境変数が設定されている
ことを確認します。

2 バージョン 6.0 より前の SQL Anywhere データベースに接続するには、Open
Server ゲートウェイを起動します。

3 以下の項の、ターゲット・データベースと使用しているプラットフォーム
に応じた手順に従って、IsqlApp サンプル・アプリケーションを使用します。

Adaptive Server Enterprise データベースの場合

Windows Windows でメタデータ用のストアド・プロシージャを Adaptive Server Enterprise 
データベースにインストールするには、DOS プロンプトを開き、
%JDBC_HOME%¥classes ディレクトリから次のコマンドを一行で入力します。

Adaptive Server Enterprise バージョン 12.5.x：
java IsqlApp -U sa -P password -S jdbc:sybase:
 Tds:[hostname]:[port] -I %JDBC_HOME%¥sp¥sql_server12.5.sql -c go

Adaptive Server Enterprise バージョン 12.0：
java IsqlApp -U sa -P password -S jdbc:sybase:
 Tds:[hostname]:[port] -I %JDBC_HOME%¥sp¥sql_server12.sql -c go

Adaptive Server Enterprise バージョン 11.9.2 以前：
java IsqlApp -U sa -P password -S jdbc:sybase:
 Tds:[hostname]:[port] -I %JDBC_HOME%¥sp¥sql_server.sql -c go
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jConnect for JDBC のインストール 
UNIX または Linux UNIX または Linux の場合、$JDBC_HOME/classes ディレクトリから次のコマン
ドを入力します。

Adaptive Server Enterprise バージョン 12.5.x：
java IsqlApp -U sa -P password -S jdbc:sybase:
 Tds:[hostname]:[port] -I $JDBC_HOME/sp/sql_server12.5.sql -c go

Adaptive Server Enterprise バージョン 12.0：
java IsqlApp -U sa -P password -S jdbc:sybase:
 Tds:[hostname]:[port] -I $JDBC_HOME/sp/sql_server12.sql -c go

Adaptive Server Enterprise バージョン 11.9.2 以前：
java IsqlApp -U sa -P password -S jdbc:sybase:
 Tds:[hostname]:[port] -I $JDBC_HOME/sp/sql_server.sql -c go

SQL Anywhere または Adaptive Server Anywhere データベースの場合

Windows Windows でメタデータ用のストアド・プロシージャを SQL Anywhere または
Adaptive Server Anywhere データベースにインストールするには、DOS プロン
プトを開き、%JDBC_HOME%¥classes ディレクトリから次のコマンドを一行
で入力します。 

java IsqlApp -U dba -P password -S jdbc:sybase:
 Tds:[hostname]:[port] -I %JDBC_HOME%¥sp¥sql_asa.sql -c go

UNIX または Linux UNIX または Linux システムの場合、$JDBC_HOME/classes ディレクトリから
次のコマンドを一行で入力します。 

java IsqlApp -U dba -P password -S jdbc:sybase:
 Tds:[hostname]:[port] -I $JDBC_HOME/sp/sql_asa.sql -c go

インストール内容の確認

jConnect のインストールが完了したら、この項に示す内容を確認してください。

パッケージ

jar ファイル内に、jConnect バージョン 6.0 のリリース・ビルドの場合は jconn3.jar
パッケージ、デバッグ・ビルドの場合は  jconn3d.jar パッケージがあります。

• com.sybase.jdbc3.jdbc

• com.sybase.jdbc3.tds

• com.sybase.jdbc3.timedio

• com.sybase.jdbc3.utils

• com.sybase.jdbcx

com.sybase.jdbc3.jdbc パッケージに jConnect ドライバ 
com.sybase.jdbc3.jdbc.SybDriver が含まれています。
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第 1 章    インストール手順
ディレクトリとファイル

表 1-3 は、jconnect60.zip に含まれているディレクトリとファイルを示します。

表 1-3: jconnect60.zip インストールのディレクトリとファイル

JDBC 2.0 のサンプル

jConnect インストール・ディレクトリ内の sample2 サブディレクトリに JDBC
2.0 のコード・サンプルが置かれています。詳細については、『jConnect for JDBC
プログラマーズ・リファレンス』の付録 B にある「jConnect サンプル・プログ
ラム」を参照してください。

名前 種類 説明

jconnect-6_0 ディレクトリ jConnect バージョン 6.0 のすべてのファイルとサブディレクトリを含む。

classes サブディレクトリ classes サブディレクトリには次の jConnect 6.0 コンポーネントがインス

トールされる。 
• jconn3.jar ファイル。jConnect 6.0 のクラスを含む。

• sample2 サブディレクトリ。jConnect 6.0 のサンプル・アプレットとサ

ンプル・アプリケーション用のクラス・ファイルを含む。

• gateway2 サブディレクトリ。TDS トンネリング・サーブレットのコン

パイルで使用される。

devclasses サブディレクトリ jconn3.jar と同じ jConnect 6.0 コンポーネントを含む jconn3d.jar ファイル。

ただし、デバッグ・モードがオンになる。

docs サブディレクトリ en サブディレクトリ ( 英語版 javadoc マニュアルを保管 )、en/progref サブ

ディレクトリ (HTML 形式と PDF 形式の『jConnect for JDBC プログラマー
ズ・リファレンス』を保管 )、en/installdocs サブディレクトリ (HTML 形式

と PDF 形式の『jConnect for JDBC インストール・ガイド』を保管 ) を含む。

gateway2 サブディレクトリ TDS トンネリング・サーブレットのソース・コードを含む。

sample2 サブディレクトリ サンプル Java アプリケーションのソース・コードを含む。

sp サブディレクトリ 関数のエスケープ用のストアド・プロシージャと DatabaseMetaData メ
ソッドをデータベース・サーバにインストールする次の isql スクリプト

を含む。 
• sql_asa.sql (Adaptive Server Anywhere)

• sql_server12.5.sql (Adaptive Server Enterprise バージョン 12.5.x)
• sql_server12.sql (Adaptive Server Enterprise バージョン 12.0)
• sql_server.sql ( バージョン 12.0 より前の Adaptive Server Enterprise)

tools サブディレクトリ UNIX または Linux で interfaces ファイルを人間が判読できるフォーマッ
トに解析するための perl スクリプト (decode-tli) を含む。

netimpct.gif グラフィック・
ファイル

jConnect のグラフィック。

index.html HTML ファイル jConnect マニュアルと jConnect サンプルへのリンクを含む。
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jConnect for JDBC のインストール 
JDBC 3.0 への準拠

JDBC 3.0 仕様は、JDBC 2.1 仕様になかった多くの新しい機能を提供しています。
jConnect 6.0 には、JDBC 3.0 仕様で提供されるメソッドが含まれていますが、そ
の機能を実装していません。そのため、jConnect 6.0 を使用するアプリケーショ
ンのコンパイルと実行には JDK 1.4.x を使用します。アプリケーションが JDBC
3.0 メソッドを呼び出すと、メソッドが実装されていないことを示す SQL 例外
が発生します。

jConnect の将来のバージョンでは JDBC 3.0 仕様がサポートされる予定です。

jConnect インストール環境のテスト

jConnect をインストールしたら、Version プログラムを実行してそのインストー
ルをテストします。

注意 Version プログラムは、Sybase がインターネット上で提供しているデモ
用データベースに接続します。Version プログラムを正しく実行するには、イ
ンターネットにアクセスできる環境が必要です。または、プログラム実行時
に [-U username] [-P password] [-S servername] コマンドで、使用するデータ
ベースを明示的に指定してください。

Windows の DOS プロンプトか、UNIX または Linux のプロンプトで、ディレ
クトリを JDBC_HOME に変更します。サンプル・プログラムを実行できるよ
うに CLASSPATH 変数が設定されていることを確認し ( 詳細については、
「CLASSPATH の設定」(7 ページ ) を参照 )、次のテキストを入力します。

java sample2.SybSample Version

これにより、SybSample ウィンドウが開きます。プログラムの実行に応じて、
ウィンドウの上部の [Running Sybase Sample] テキスト・ボックスに Version の
ソース・コードが表示されます。真ん中の [Sample Output] テキスト・ボック
スにはバージョン情報が表示されます。次に例を示します。

Using JDBC driver version 6.0
jConnect (TM) for JDBC(TM)/6.0...

• 上記のメッセージが [Sample Output] テキスト・ボックスに表示された場
合は、jConnect が正しくインストールされています。

• 上記のメッセージは表示されたが [Running Sybase Sample] テキスト・ボッ
クスに Version のソース・コードが表示されず、ウィンドウの下部の [Status]
テキスト・ボックスに次のように表示されることがあります。 

java.io.FileNotFoundException: Version.java

この場合は、jConnect は正しくインストールされていますが、Version プ
ログラムを実行するコマンドを JDBC_HOME 内の sample2 ディレクトリ
以外のロケーションから入力した可能性があります。
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第 1 章    インストール手順
• SybSample ウィンドウが表示されず、次のエラー・メッセージが表示され
ることがあります。

Can’t find class sample2.SybSample 

この場合は、CLASSPATH が正しく設定されているかどうか確認してくだ
さい。

• Windows では、SybSample ウィンドウが表示されず、次のいずれかのエラー・
メッセージが表示されることがあります。

“Name specified is not recognized as an internal or 
external command” (Windows NT)

“Bad command or file name” (Windows 95)

この場合は、パスに JDK ホーム・ディレクトリの bin サブディレクトリが
指定されていることを確認してください。

インストールが正しく行われたことを確認したら、[Close] をクリックして 
SybSample ウィンドウを閉じます。

jConnect バージョンの確認

jConnect インストールの正確なビルド・バージョンを確認するには、UNIX 
または Linux では $JDBC_HOME/classes ディレクトリから、Windows では 
%JDBC_HOME%¥classes ディレクトリから、次のコマンドを実行します。

java -jar jconn3.jar

次のようなバージョン文字列が表示されます。

jConnect (TM) for JDBC(TM)/6.0(Build 
25200/P/EBF11817/JDK14/Tue Mar 9 15:18:30 2004

この場合、バージョンは 6.0 です。文字列 "EBF" の後に続く 5 桁の数字は、jConnect
の正確なバージョンを示します。この数字は、新しくリリースされた EBF ほど
大きくなります。Sybase ダウンロード Web サイトで jConnect のバージョンの更新
を定期的に確認し、最新バージョンをダウンロードすることをおすすめします。
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jConnect のアップグレード 
jConnect のアップグレード
表 1-4 は、別のバージョンの jConnect にマイグレートする場合にソース・コー
ドの変更と再コンパイルが必要なアップグレード・パスを示します。

表 1-4: 再コンパイルが必要なアップグレード・パス

* 詳細については、『jConnect for JDBC プログラマーズ・リファレンス』の「第 6 章 jConnect
アプリケーションへのマイグレート」を参照してください。

注意 JDBC アプリケーションには jConnect 6.0 を使用することを強くおすすめ
します。すべての Sybase JDBC ドライバの中で jConnect 6.0 は最も多くの機能
を提供し、最も多くの Sybase データベース機能をサポートしています。

マイグレート前の 
jConnect バージョン 新しい jConnect バージョン

3.0
4.0 4.1 4.2 5.0 5.2 5.5 6.0

変更不要 変更不要 変更不要 変更が必要 * 変更が必要 * 変更が必要 * 変更が必要 *
4.0 該当なし 変更不要 変更不要 変更が必要 * 変更が必要 * 変更が必要 * 変更が必要 *
4.1 該当なし 該当なし 変更不要 変更が必要 * 変更が必要 * 変更が必要 * 変更が必要 *
4.2 該当なし 該当なし 該当なし 変更が必要 * 変更が必要 * 変更が必要 * 変更が必要 *
5.0 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 変更不要 変更不要 変更が必要 *
5.2 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 変更不要 変更不要 変更が必要 *
5.5 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 変更が必要 *
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第  2  章 jConnect マニュアルの使用

jConnect のインストールには、『jConnect for JDBC プログラマーズ・リファ
レンス』と、jConnect のパッケージ、クラス、メソッドに関する javadoc 情
報 ( 下記参照 ) が含まれています。

この章の内容は、次のとおりです。 

プログラマーズ・リファレンス
『jConnect for JDBC プログラマーズ・リファレンス』には、jConnect ドライ
バ固有の情報と例、jConnect を使用する際に発生する問題の解決方法と対
処方法が示されています。

jConnect のインストール時に、jConnect インストール・ディレクトリ内に
docs ディレクトリが作成されます。docs ディレクトリ内の en/progref サブ
ディレクトリに、HTML 形式と PDF 形式の『jConnect for JDBC プログラ
マーズ・リファレンス』が格納されています。英語以外の言語のバージョ
ンを入手するには、jConnect ダウンロード Web サイトで docsINT.zip ファイ
ルをダウンロードしてください。この手順については、「jConnect 製品のイ
ンストール」(5 ページ ) を参照してください。

トピック名 ページ

プログラマーズ・リファレンス 15

jConnect extensions to JDBC の Javadoc マニュアル 16

index.html ファイルを使用した jConnect マニュアルへのアクセス 16

jisql と Ribo のマニュアル 17
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jConnect extensions to JDBC の Javadoc マニュアル 
jConnect extensions to JDBC の Javadoc マニュアル
Java Software の Java Development Kit (JDK) には、ソース・コード・ファイルか
らコメントを抽出し、対応する HTML ファイルにする挿入する javadoc スクリ
プトが含まれています。このスクリプトは、jConnect ソース・ファイルから
jConnect のパッケージ、クラス、メソッドのマニュアルを抽出するために使用
されます。jConnect をインストールすると、次のディレクトリに Javadoc 情報
がインストールされます。

• UNIX または Linux の場合

$JDBC_HOME/docs/en/javadocs

• Windows の場合

%JDBC_HOME%¥docs¥en¥javadocs

Javadoc 情報は HTML 形式でのみ提供されています。

index.html ファイルを使用した jConnect マニュアルへのアクセス
Web ブラウザを使用して index.html ファイルから『jConnect for JDBC プログラ
マーズ・リファレンス』と jConnect Javadoc 情報の両方にアクセスできます。

• $JDBC_HOME/index.html (UNIX または Linux の場合 ) と 
%JDBC_HOME%¥index.html (Windows の場合 ) には、jConnect マニュアル
にアクセスするためのリンクとサンプル JDBC アプレットを実行するた
めのリンクが含まれています。

• $JDBC_HOME/docs/index.html (UNIX または Linux の場合 ) と 
%JDBC_HOME%¥docs¥index.html (Windows の場合 ) には、jConnect マニュ
アルへのリンクが含まれています。
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第 2 章    jConnect マニュアルの使用
jisql と Ribo のマニュアル
Ribo と jisql は次のような JDBC 開発ツールです。

• jisql はデータベース GUI を提供します。ユーザはこの GUI で、データベー
スへの接続、SQL コマンドの発行、出力のグラフィカル表示を行うことが
できます。

• Ribo は、JDBC 開発者が jConnect とデータベース間の通信内容を取得、表
示できるようにします。Ribo を使用して、TDS (Tabular Data Stream) メッ
セージを複合化することもできます。Sybase データベースでクライアン
ト・アプリケーションとの通信に使用されるこのメッセージは、開発者が
問題を診断するときに役立ちます。

注意 Ribo と jisql はいくつかの jConnect クラスを使用するため、これらのユー
ティリティを実行する場合は JDK 1.4 以降を使用することを強くおすすめし
ます。

Ribo と jisql の詳細については、これらのアプリケーションに付属のマニュアル
を参照してください。アプリケーションは Sybase Web サイトからダウンロード
できます。

jisql をダウンロードした場合、doc サブディレクトリには次のマニュアルが格
納されます。 

• .html 版の『jisql User’s Guide』。最初に jisql-1.html を開いてください。 

Ribo をダウンロードした場合、doc サブディレクトリには次のマニュアルが格納
されます。

• .html 版の『Ribo User’s Guide』。最初に ribo-1.html を開いてください。
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jisql と Ribo のマニュアル 
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